
吉野川ダム統合管理事務所 渇水対策支部を設置

～節水にご協力をお願いします～

【ポイント】

○ 富郷ダム、柳瀬ダム、新宮ダムの貯水状況は、１月２８日０時現在、利水確保貯水率６２．

３％となっており、１月２８日（金）０時より第1次取水制限を開始しています。

○ このため、吉野川ダム統合管理事務所は、１月２８日に「吉野川ダム統合管理事務所 渇

水対策支部」を設置し、渇水状況の監視強化を図っていきます。

【内容】

○ 富郷ダム、柳瀬ダム、新宮ダムの上流域における降雨量は、９月が２１７．３ｍｍ（平年

の約５１．３％）、１０月が８８．４ｍｍ（平年の約４４．１％）、１１月にはまとまった雨

がありましたが、１２月が５０．３ｍｍ（平年の約５３．２％）と少雨傾向となっています。

○ 現在の３ダムの貯水状況は、１月２８日０時現在、利水確保貯水率６２．３％で平年値【平

成１３年～令和３年】の８３．３％と比較しても厳しい状況となっています。

○ これにより、四国中央市への工業用水の供給量は２０％削減されます。

○ これを受け、吉野川ダム統合管理事務所 渇水対策支部では今後流況調査などを実施しま

す。

○ 今回の取水制限による日常生活への支障はありませんが、節水にご協力をお願いします。

○ SDGs「渇水調整協議」
により実現する取組

令和４年１月２８日
国土交通省 四国地方整備局 吉野川ダム統合管理事務所

本施策は、四国圏域広域地方計画「No.1 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への

「支国」防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。

【問い合わせ先】

◇国土交通省 四国地方整備局 吉野川ダム統合管理事務所
TEL：0883-72-3000

副所長（技術） 片井 良英 内線204
○管理課長 石川 洋 内線331

○：主たる問い合わせ先

計画的な取水制限の実施
→ より長く用水を供給

計画的な取水制限の実施
→ 渇水による被害の軽減

ダムからの放流により、
水生生物への影響の低減

多数の関係者と協議会で、
渇水調整の議論


